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文部科学省

■文部科学省「教育用ソフト・

コンテンツ」募集

文部科学省では、（財）学習

ソフトウェア情報研究センター

に委託し、教育用ソフト・コン

テンツの開発と普及を推進する

ため、企業・団体・学校・教職

員・個人・グループ等が制作す

る優良な教育用ソフト・コンテ

ンツの募集をする。募集対象は、

次の要件を満たすもの。

（１）平成1 1年4月以降に新規

発売・提供、またはバージョン

アップし、現在発売・提供され

ているもの。

（２）平成1 4年4月現在、ホー

ムページからダウンロード（無

償または有償）でき、今後1年

以上継続して提供可能（見込み）

なもの。

（３）学校の授業で使用する教

材ソフト、素材等コンテンツ、

ツールソフト、教育支援ソフト、

または一般学習用ソフト。

（注）学校運営用（校務）ソフ

トウェア、ＯＳ等基本ソフトウ

ェア、インターネットホームペ

ージは除く。

＜応募の締め切り＞

平成1 4年5月2 4日（金）必着

＜問い合わせ＞

（財）学習ソフトウェア情報研究

センター　電話0 3 - 3 4 6 4 - 1 9 8 0

E m a i l : g j k @ g a k u j o k e n . o r . j p

＊詳しくは、下記アドレスの

「まなびねっと」の募集要領を

参照。h t t p : / / w w w . m a n a b i n e t . j p /

o u b o y o k o . h t m l

■文部科学省「デジタルコンテ

ンツの活用高度化事業」の企画

募集

文部科学省では、「わかる授

業の実現」「情報活用能力の育

成」を図るため、教職員、学識

経験者（教育委員会の指導主事

を含む）、教育関連団体等から

なるコンソーシアム（協議会）

を構成し、すべての教職員がコ

ンピュータやネットワーク等の

視聴覚機器を用いて、各種のコ

ンテンツを十分に活用した授業

を実施できるようにするための

実践研究を実施する。そして、

その成果を蓄積し広報・周知す

ることにより、いつでも、誰で

も、どこからでも様々な実践事

例やノウハウを自由に参照でき

るようにするものであり、この

度、本事業実施のための企画募

集を行う。

＜事業の内容＞

（1）授業の実践者たる教職員を

中心とし、学識経験者（指導主

事を含む）、教育関係団体等

（教育団体、教育機器や教材関

連企業等）からなる「コンソー

シアム（協議会）」を構成する。
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そして、すでに存在するデジタ

ルコンテンツを活用し、専門的

技術的見地に基づいた教育実践

の蓄積を行う。

（2）「コンソーシアム」の構成

員に教育委員会や教育センター

等の指導主事を必ず含むことに

より、すべての教科において教

職員のコンテンツ活用実践力を

向上させるためのノウハウの蓄

積および周知・広報を実施する。

（3）いつでも、誰でも、どこか

らでも実践事例を自由に参照す

ることができるようにするため、

「コンソーシアム」内のサーバ

に成果を蓄積し公開する。

＜対象＞

（1）委託先は、実践者たる教職

員、学識経験者（指導主事を含

む）、教育関係団体（企業を含

む）等により構成された「コン

ソーシアム（協議会）」とする。

（2）研究協力校は、原則として

1 2 校以上であること。研究協

力校には、普通教室にインター

ネットに接続されたネットワー

ク環境を有すること。

（3）上記の「コンソーシアム」

内には、既に、実践事例の蓄積

場所となる「Ｗｅｂサーバ」を

保有していること。

＜研究委託期間・規模（金

額）＞

（1）期間は、基本的に1年単位

での委託契約とする。

（2）規模（金額）は、「１コン

ソーシアム」あたり、年間1千

万円程度とします。

＜応募方法＞

企画を応募しようとする者は、

別途定める様式の「企画書」を

提出のこと。（企画書書式は下

記ホームページ参照）

＜募集・選定スケジュール＞

（1）応募の締め切りは、平成

1 4年5月1 0日（金）必着

（2）企画の採択は、平成1 4年5

月下旬を目途に行う。

＜応募先および問い合わせ先＞

文部科学省生涯学習政策局学

習情報政策課メディア係

電話　0 3 - 5 2 5 3 - 4 1 1 1（内2 6 5 9）

F A X 0 3 - 3 5 8 1 - 9 1 4 8

h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p

ＡＶ情報

■ N E C C 2 0 0 2 日本代表プレ

ゼンター決定

世界の情報教育団体との交流

を目的とした非営利の組織であ

る NECA(Nippon Education

Computing Association)では、

今年6月 1 7日から1 9日にかけ

て、米国で開催される「N E C C

2 0 0 2」における日本代表プレ

ゼンター２名を選出した。

①小宮晴美（東京都私立桜丘女

子中高等学校教諭）／実践教

A V 情 報
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畏友・中野照海博士による待

望のエッセー集である。休日の

午後、あまりの面白さに魅せら

れて一気に読了し、その後、要

所要所を２度、３度と拾い読み

しながら、教育メディアの奥の

深さに改めて感じ入っている。

収録されたエッセー 6 6 編中

6 0編までが、教育メディアに関

わる話題について〈研究論文で

はとても書けそうにないことを、

随想という形式を借りて自由に

話した〉（著者の言葉）という内

容であるが、学問的な厳しさで

は定評のある中野さんのこと、

どの１編も確固とした学的研究

成果や知見に立脚していて、そ

れだからこそ、優れたS Fを読む

ようなスリリングな面白さも満

喫できたのである。

私は、このエッセー集から少

なくとも２つのことを学んだ。

まず、全体的に、教育メディアの

“哲学”に眼を開かされた。これ

まで私は、視聴覚教育は“発見学

習”のためのものと割り切って

いたが、グローバルな視野から、

これは考え直す必要がありそう

だ。もう一つ、部分的には、映像

による学習の評価、とくに情意

領域の目標についての評価の研

究が、旧態依然の低迷状況にあ

ることを知らされた。教育評価

の畑で苦労し、映画の鑑賞教育

にも関心が強い私としては、こ

れはもう黙ってはいられないと、

尻を叩かれる思いしきり。

知と行の傑人・中野照海が、寺

田寅彦の系統に属するエッセー

の名手であることは分かったが、

『視聴覚教育』誌などに発表さ

れたままの未刊の啓発的論文が

山ほどある。“評論集”の刊行

を切望する次第。（大内　茂男）

「教育メディアとともに」

中野照海著　日本視聴覚教育協会発

行　2 0 0 2 年３月刊　 A 5 判　2 3 3 頁

2 , 0 0 0円（税込）



科：情報・課題研究／実践学

年：高校3年生／タイトル：―

レプリカミュージアムを用いた

調べ学習―調べ学習を通して分

かちあう、学ぶ喜ぶ

②山田浩（静岡県南伊豆町立三

浜小学校教諭）／実践教科：音

楽／実践学年：小学６年生／タ

イトル：よみがえれ三濱小学校

校歌

研究会情報

■「日本教育情報学会第1 8回

年会開催」に伴う研究発表募集

日本教育情報学会は第 1 8回

年会を山口大学を会場に開催す

る。年会の中においては、シン

ポジウム・パネルディスカッシ

ョンならびに課題研究発表およ

び一般研究発表を行う予定であ

り、このたび当該研究の発表者

を募集する。ただし、一般研究

の発表者は、発表の時点で「日

本教育情報学会」の会員である

ことが、要件とされている。

＜期日＞

平成 1 4年8月 3 1 日（土）～9

月１日（日）（＊一般研究発表

は8月 3 1日、課題研究発表は9

月1日に予定）

＜会場＞

山口大学　吉田キャンパス

山口県山口市吉田1 6 7 7 - 1

＜課題研究発表について＞

・課題研究は次の4つの「課題

研究テーマ」から選択する。

①「教育コンテンツ・評価（素

材、ポートフォリオ、教材開発

など）」②「教育方法・技術

（遠隔教育、I C T、カリキュラム、

教育実践など）」③「新教育課

程（総合的な学習の時間、小学

校英語）」④「教師教育と生涯

教育（教員研修、社会教育）」

＜一般研究発表について＞

発表内容は「教育情報に関する

研究」であれば、特に内容は問

わない。「教育情報」は、大き

く見て「教育に関する情報」と

「情報に関する教育」が含まれ

ている。

＜研究発表申し込み方法＞

①申込締切／5月1 7日（金）

②申込方法／必要事項を記入の

上、年会実行委員会事務局へ郵

送のこと。

＊申込用紙は下記年会実行委員

会ホームページより入手のこと

＜発表申込書送付先ならびに問

い合わせ先＞

日本教育情報学会　第 1 8回年

会実行委員会事務局

〒7 5 3 - 8 5 1 3 山口市吉田1 6 7 7 -

1 山口大学教育学部附属教育

実践総合センター内

電話＆F A X 0 8 3 - 9 3 3 - 5 4 6 1

h t t p : / / w w w . i c a - j . o r g / j s e i 1 8 /

m i n i b b s . c g i
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『千と千尋の神隠し』（宮崎

駿監督）がベルリン映画祭で最

高賞を受けたことが引き金にな

ってかアニメーション映画に対

する教育的な視点からの関心が

高まっている。「教育的」とい

うよりも、もっと広く、それを

「子どもの成長・発達との関わ

りで」とらえることが重視され

るようになったのだ、というべ

きであろう。しかし、もっぱら

このことを論じた論考はほとん

ど見当たらないように思われる。

本書はその数少ない類書の貴

重な1冊であると考えられる。

著者は視聴覚教育の研究者とし

て映画を中心に独自の歩みを続

けてこられ、劇映画やアニメー

ションにも深い造詣を有してお

られた。著者は 1 9 9 8年他界さ

れたが、教育学研究者である夫

人が論稿をまとめられた。

内容は、第一にディズニー・

アニメを中心にアニメーション

映画の分析と文化的な特性を映

像、音楽の両面から考察してい

る。とりわけ『ファンタジア』

についての分析を通じて、この

作品の音楽映画としての性格を

丹念に評価した第２～３章は注

目される。2 0年ほど以前の論文

であるが、作品研究の優れた事

例として参考になる。

第２は第４・５章での日本で

の子ども向き映画の回顧と展望

を試みた論考である。子ども文

化としての映画の行方を見すえ

ている。

それらの分析的考察の上で、

第３にテレビを含めた今日のア

ニメーション映像を、子どもの

文化環境として、どう教育的に

とらえ育てるかが、論じられて

いる。 （高桑 康雄）

「アニメ文化と子ども」

櫛田磐著・櫛田眞澄編　日本図書刊

行会刊・近代文芸社発売

2 0 0 1 年 1 1 月刊　 B 6 判　 2 0 0 頁

1 , 4 0 0円（税別）
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